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論 文 内 容 の 要 旨 
 いじめ、不登校、校内暴力など、学校におけるさまざまな病理現象の解決策を求めるに
は、学級風土に焦点を当て、学級風土に影響を及ぼす諸要因を探るべきだというのが本研
究の基本的スタンスである。学級風土とは、学級全体がもつ心理社会的な個性の事を指す。
こうした学級風土は、子どもの学級活動への積極的な関与、子どもの学級生活への満足度、
学級のルールの明確さ及びその遵守の態度、子どもの先生やクラスメイトへの自己開示の
程度、子どもの学習意欲、子どもの学級内の不和現象の六つの要素から構成される。  
このような学級風土に影響を及ぼす諸要因については、学級レベル、家庭レベル、社会
レベルの３つのレベル及び、３つのレベルの複雑な絡み合いから考えられる。本研究では、
それらの諸要因を検討するため、量的研究と質的研究を組み合わせて行っている。  
本研究は大きく 4 部で構成されている。  
各論に先立つ序論では、本研究で用いられる重要な諸概念についての定義・解説が詳細
に行われ、本研究全体の構造と構成が紹介されている。  
第Ⅰ部（全２章）では、以下の量的な諸研究遂行に際して不足していると考えられる、
社会的地位の自己認知についての尺度を構成した。ここで社会的地位の自己認知を、自分
がその共同体の中で自分の勢力をどのくらい強く感じているか、という社会的勢力の自己
認知と、自分がその共同体の中でどのくらい認められ受容されているかという社会的被受
容の自己認知に分け、それらの組み合わせで定義する、という独自の理論を展開している。  
第１章では、その理論に基づいた調査票作成のための調査項目選択過程が紹介され、第２
章ではそれらを用いた本調査を通して、その尺度の信頼性と妥当性が検討されている。結
果として、学級では、主導的地位の自己認知、浮遊的地位の自己認知、追随的地位の自己
認知、虚勢的地位の自己認知という、４つの因子が確認された。また、家族においては、
家族愛的地位の自己認知、家族承認希求的地位の自己認知、家族排斥的地位の自己認知の
３因子が抽出された。  
続く第Ⅱ部（全４章）では、学級レベル、家庭レベル、社会レベルと、それぞれのレベ
ルでの知見を組み合わせた量的な検討を４つの章に分けて行っている。  
第３章では、学級レベルでの教師のリーダーシップ、子どもの性格特性、子どもの学級
での社会的地位の自己認知などと学級風土の関連を検討した。ここでは、リーダーシップ
について、教師のリーダーシップのうちの M 行動の発揮が肯定的な学級風土につながるこ
と、子どもの性格特性との関係については、協調性、統制性の性格特性が肯定的な学級風
土につながり、情緒性、開放性、外向性の性格特性があまり望ましくない学級風土につな
がることが明らかになった。また、学級での社会的地位の自己認知については、主導的地
位、追随的地位が肯定的な学級風土に、浮遊的地位があまり望ましくない学級風土につな
がる等の結果が得られた。 
第４章では、家庭レベルでの保護者の養育態度が、子どもの性格特性や子どもの学級で
の社会的地位の自己認知に及ぼす影響を検討した。その結果、権威的養育態度だと認知し
た保護者の、子どもの協調性・統制性の自己認知の得点は高く、外向性は低くなっていた。
社会的地位の自己認知については、権威的養育態度は家族愛的地位の自己認知得点と強い
正の関係があり、家族排斥的地位の自己認知とは負の関係があるなどの望ましい関係性が
明らかになった。 
第５章では、社会レベルでの国の教育政策の影響や社会文化的な背景の影響などを検討
した。その結果、国の教育政策（例えば新課程改革）は教師の学級運営活動に影響を与え
（かつての全科目必修から、一部選択に変更、にともなう授業形態の変化）、そのことによ
り学級風土が変化することなどが明らかになった。 
第６章では、それらを互いにクロスさせて検討している。まず、家庭レベルでの社会的
地位の自己認知と学級レベルでのそれについては、家庭での家族愛的地位の得点と学級で
の追随的地位得点と深いつながりがみられ、肯定的な学級風土とも高い正の相関が見られ
た。また、養育態度と学級風土の関係については、権威的養育態度と権威主義的養育態度
は肯定的な学級風土に、無関心的養育態度は肯定的ではない学級風土につながっていた。
次に、学級レベルと社会レベルの絡み合いについては、教師のリーダーシップのうちの M
行動が高効授業というアクティブラーニングの授業形態の中で発揮されることによって、
それが肯定的な学級風土につながっていた。また、家庭レベルと社会レベルの絡み合いで
は、一人っ子政策が保護者の養育態度の地域差を生じさせ、大都市部では応答性のある養
育態度が強く、地方都市部では無関心的養育態度の保護者が多い、という形で現れていた。 
それらの知見を踏まえて、第Ⅲ部（第７章）では、中国での現場教員への２回の面接調査
を通して、学級風土改善に関する教師の活動及びその活動の効果を質的に分析している。
主な結果は、教師のリーダーシップのうちの M 行動を発揮すること、他者への思いやりを
養う活動や、話し合いの中で友人から認められる経験をさせる学級活動などは、肯定的な
学級風土につながるということであった。  
さらに第Ⅳ部（第８章）では、それらを総括して、学級風土改善についての総括的討論、
提言を行っている。本研究から得られた主要な知見・提言は以下の 5 点である。  
教師の指導法の改善については、認知的徒弟制に基づく教授法を使用すること、リーダ
ーシップのうちの M 行動を発揮すること、学級運営・生徒指導を行った後に子どもからの
フィードバックを得ること、などを提言している。  
子どもの性格の育成については、教師ができる事と保護者ができる事の２つの側面から
検討し、その結果、子どもの協調性・統制性を養うためには、子どもの愛他性や配慮スキ
ルを向上させる学級活動を実践すること、子どもの反応・働きかけを確かめながらのしつ
けや愛情表現の行動をすることなどが提言された。  
子どもの社会的地位の自己認知の改善については、家庭での社会的地位の自己認知と学
級での社会的地位の自己認知の２つの側面から検討し、保護者が権威的養育態度をとり、
一貫したしつけや愛情表現を示しながら子どもの適応的な認知・行動をほめ、不適応的な
認知・行動を指摘すること、学級における社会的スキルを訓練すること、などが効果的で
あることが提言された。  
また、学校教育と家庭教育の役割遂行については、子どもを取り巻く環境の変化に応じ
て教師と保護者が意見交換・分かち合い・支えあいなどの行動を通じて、学校教育と家庭
教育のそれぞれの役割を果たすことが効果的であると考えられた。  
さらに、教育制度の改革については、日中両国において、受験制度の改革や適度のゆと
りと確かな学力の兼ね合いが重要であり、授業形態については、一斉授業と並行してアク
ティブラーニング型の授業の実施が効果的であることが提言されている。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 以上の内容の論文を審査した結果を、心理学研究科が定める博士学位論文審査基準  (課
程博士) に沿って、審査委員の見解を述べることとする。  
(1) 問題意識が明確で、課題設定が適切であること 
 申請者・金明汶は、長春理工大学文学部卒業（高校教師資格取得）後、中国の延邊大学
師範専門学校での国語教師を経て教育の問題に教育心理学的アプローチで取り組むことの
重要さを痛感し、本学大学院心理学研究科に入学した。当初から、学校内での教育病理現
象の根源にある学級風土に関心を持ち、これを一貫して研究してきた。  
 その学級風土を形成する要因として、教師自身のリーダーシップと子どもの性格、保護
者の養育態度や子ども自身の学級や家庭における社会的地位に関する自己認知をとりあげ、
これらの絡み合いを家庭レベル、学級レベル、社会レベルで扱うという設定での研究を行
っている。  
 このように、明らかな問題意識と適切な課題設定で本研究が行われていることが認めら
れる。  
(2) 国内外の先行研究を適切に検討、吟味していること 
 研究にあたっては、主に序論で学級風土、教師のリーダーシップ、子どもの性格特性、
保護者の養育態度、社会的地位の自己認知、現代中国の教育事情について、主要な関連文
献にあたり、吟味がなされている。特に、社会的地位の自己認知というオリジナルな概念
については、社会的勢力、社会的被受容という２つの軸についての解説とその組み合わせ
による類型の提案がなされている。この中の社会的勢力については、French、Raven らの
古典的研究があり、そこに言及しながらその後の研究動向も踏まえ、自らの理論に発展さ
せている。これは以下の(5)で述べる学術的な独創性ともつながる。  
 (3) 研究目的に照らして研究・分析の方法が適切であること 
 本研究の目的は、学級風土を構成する諸要因を同定し、学級風土に対する教師と子ども
の認知のズレ、家庭・学級・社会レベルでの諸要因の絡み合いの確認を通して、学級風土
改善の提言をすることにあった。  
 そのために、第Ⅱ部では主に家庭・学級での量的な諸研究を行い、第Ⅲ部では現場の教
員に対するインタヴューデータを基に質的な研究が行われている。こうした、量的・質的
両研究を通して極めて複雑な現象の理解をし、そこから得られた知見で一定の提言を行っ
ていく、というアクション・リサーチの手法がとられ、適切な研究方法であると評価でき
る。本研究においては、質的研究において、教師の「気づき」が 1 年半の間の自発的活動
（介入）によってどのように変化していったか、を検討している。  
 審査委員・公聴会のオーディエンスの中には、量的な研究についてはもう少し高度な統
計的手法もあったのでは、という質問もあったが、研究者自身が十分な理解もできないま
ま形だけ高度な形にするより今回のような分析方法・そこから得られた命題の組み合わせ
で最終的な提言をしていく方法でいいのではないか、という意見もあった。  
(4) 論文構成が的確で、論理展開に整合性、一貫性、説得性があること 
 本研究では、序論で各種概念定義、先行研究の紹介が行われ、第Ⅰ部（２章構成）で、
以下の研究で必要となる尺度が不足しているためにオリジナルな尺度構成が必要であるこ
との説明・その詳細な研究成果の紹介、第Ⅱ部（４章構成）でそれも含めた諸尺度を用い
た量的な研究、第Ⅲ部では事例を踏まえた質的な研究、第Ⅳ部でそれらの総括、という明
確な構成となっている。それに加えて、研究のフィールドを家庭、学級、社会というレベ
ルの異なるところに設定し、それらの絡みで全体が構成されており、最終第Ⅳ部での諸提
言はそれらを踏まえて説得力のあるものとなっている。  
(5) 全体を通して学術的な独創性が認められること 
 本研究は、学級風土についてのきわめて総合的で価値のある研究であるが、以下の３点
で特に独創性のある研究であると認めることができる。  
１つは、学級風土を、文字通りの「学級」の中だけで捉えるのではなく、その背景の家
庭や社会全体の教育制度等との関連でも考察している点である。特に、研究のフィールド
とした中国の教育においては、家族と国の教育施策との関連が強く、その点を正面から捉
えている点である。  
2 つ目は、質的研究が縦断的に行われている点である。このことによって、発見・診断
から活動・介入へ、効果・結果の評価から次の計画へ、とアクション・リサーチのサイク
ルを回すことが可能となっている。  
3 つ目は、社会的地位の自己認知というオリジナルな尺度を構成した点である。集団の
中で自己がどのような立ち位置にあると認知しているのかを示す概念について、社会的勢
力という古典的な概念と、社会的被受容という２つの軸を設定し、その組み合わせによる
類型の提案がなされている点は極めて独創的な論考となっている。  
(6) 国内外の学会や社会に対して貢献が認められること 
 本研究は、主要な研究フィールドは中国であるが、日本の教師、学生も研究に参加した、
国際色のある研究となっている。特に教師のリーダーシップと学級風土の関係については、
「社会文化的な背景の影響」という文脈で日中の比較検討もなされており、わが国の教師
文化を考えていく際の１つのてがかりを提供している。  
 また、第５章の「社会レベル」の量的・質的研究で明らかにされた中国の現代教育の生々
しい実態は、そこで用いられている「高効授業」をわが国での「アクティブラーニング」
に置き換えて考えていくと多くの示唆が得られることがわかる。  
 さらに最終章第８章で述べられた学級風土改善に対する諸提言は、国や文化の違いを超
えた普遍的な内容が含まれ、これらが、量的・質的な実証研究を踏まえて行われたもので
あることを考えると、本研究の社会的貢献度は極めて高いものであると評価できる。  
 
